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【調査研究の概要】

私たちリリウムの会は、東海第二原発を廃炉にさせるために活動をしています。3.11 大震災での福島第一原

発の事故をめぐって、原発を取り巻く問題にあらためて気づき、安心して住み続けられる故郷を未来に残すため

に活動しようと決意しました。村議会への請願書の提出、村内の核のゴミ・使用済み核燃料の保管状況を地図に

した「核のごみマップ」の作成、多くの講演会やイベントの開催、機関紙「リリウム通信」の発行（とくに第 6

号は全村各戸配布）、東海村山田村長と面会し申し入れを行うなどの活動を行っています。

【調査研究の経過】

2013 年

5 月 10 日（金）公開質問状の回答を全村配布（１５８００部） 他２団体と共同で

5 月 14 日（火）原子力問題調査特別委員会で請願４件不採択（東海第二原発の再稼働

中止を求める請願書 リリウムの会提出）

5 月 24 日（金）村議会に新たな請願書提出（東海第二原発で過酷事故が起きた場合に

おいて、具体的な避難計画の策定ができないかぎり再稼働は認めない）

6 月 15 日（土）映画『フタバから遠く離れて』上映（白方コミセン）

7 月 5 日（金）映画『ひろしま』上映、クロストーク（東海文化センター）

8 月 27 日（火）東海村原子力安全対策課訪問

11 月 28 日（木）山田修東海村長に面会

12 月 2日（月）東海村原子力安全対策課訪問

12 月 6日（金）、19 日（木）、26 日（木）１月 6 日（月）ＪＣＯ面会

12 月 13 日（金）原子力規制庁・文科省等面会（参議院議員会館）

2014 年

1 月 25 日（土）村内の放射線量測定（豊岡海岸、Ｊ－ＰＡＲＣ近辺など）

2 月 10 日（月）「リリウム通信」第６号 全村配布１６０００部

3 月 15 日（土）上岡直見講演会（中丸コミセン）

【今後の展望など】

１ 原電の動きと行政の対応等を注視しながら、その都度速やかに、強い姿勢で対応していく。

２ 住民への情報提供や対話を通して、活動の輪を広げていく。

３ 『リリウム通信』7～9 号発行・配布。

４ 村長・村会議員、県議面会、JCO 面会。

５ 住民への避難計画アンケートの実施、集計。

６ 周辺自治体の首長への申し入れ、面会等。
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